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財団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター 

 

再生可能エネルギー導入指標にヒートポンプ 

 

 

○ 再生可能エネルギー導入指標にヒートポンプを織り込み 

麻生内閣総理大臣は2009年 4月 9日に日本の新たな成長戦略に関する考え方とし

て「新たな成長に向けて」を発表しておりますが、2009 年第 10 回経済財政諮問会

議（2009 年 4 月 17 日）で公表された「未来開拓戦略」（Ｊリカバリー・プラン）で

は、「再生可能エネルギー導入指標について、ＥＵ方式を踏まえ、最終エネルギー消

費に対する比率（ヒートポンプ等を含む）として 2020 年頃に 20％程度（2005 年

10％程度）を目指す」と明記しております。 

これは、政府がヒートポンプを再生可能エネルギー利用技術として初めて公式に

示したものです。 

また、ヒートポンプを世界最高水準の環境・エネルギー技術力の一つであるとし、

「省エネ機器の爆発的普及」においてヒートポンプ給湯機を民生部門の省エネルギ

ー対策や電力の需要の平準化の推進のために普及促進を図ることとしております。 

 

 

○ 2020 年の再生可能エネルギー導入量に占めるヒートポンプの割合は約３割 

総合資源エネルギー調査会第３３回新エネルギー部会（2009 年 3 月 26 日 柏木孝

夫部会長）では再生可能エネルギー等の導入量として 2020 年見通し（「長期エネル

ギー需給見通し」最大導入ケース）の試算結果を公表しており、ヒートポンプ利用

により得られた再生可能エネルギー導入量は 2,361 万ｋｌとしております。この値

は再生可能エネルギー等導入量合計に対し約 3 割を占めるものです（資料１）。 
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政府はヒートポンプを含む再生可能エネルギー導入指標について

2020 年ごろに 20%（最終エネルギー消費に対する比率）を目指すことと

しています。そのうち、ヒートポンプ利用により得られた熱エネルギー

の割合は約 3割にのぼります。 



［参考］ 

 

○ ＥＵでもヒートポンプ利用を含む「再生可能エネルギー推進に関する指令」

が採択 

海外の動向では、ＥＵは既に 2007 年に 2020 年までに最終エネルギー消費に占め

る再生可能エネルギー利用比率を 20%に向上させることを決定しています。この目

標達成に向けて、「再生可能エネルギー推進に関する指令」を含む気候-エネルギー

政策パッケージが欧州議会（2008 年 12 月 17 日）、欧州理事会（2009 年 4 月 6日）

でそれぞれ採決されました。この再生可能エネルギー推進に関する指令の中で、ヒ

ートポンプ利用により得られた熱エネルギー（空気・地中・水）を再生可能エネル

ギーとして扱うことが明記されています（資料２）。これにより、欧州でもヒートポ

ンプ機器の導入が一層加速することが予想されます。 

 

○ 環境技術「ヒートポンプ」とは 

・ 日本のヒートポンプはＩＰＣＣの第４次レポートでも欧米に比べはるかに高い

効率を有していることが明示されており、世界でもトップレベルの技術を有して

います。 
・ 中でも民生部門の自然冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート）は 2001 年発売

から約 8 年間で累積 174 万台（2008 年度末）が普及（資料３）しています。 
・ ヒートポンプは、今後、従来の空調・給湯分野に加えて産業分野や農業分野など

でも導入が見込まれています。 
 

財団法人ヒートポンプ・蓄熱センターでは、このような国内外における地球温暖化防

止対策の「切り札」としてのヒートポンプ技術への大きな期待に対し、その実現に向け

て、ナショナルセンターとしてなお一層の役割を果たして行きたいと考えております。 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ先 

財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター 担当 石田、矢田部 

〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町 1丁目 28 番 5 号 蛎殻町Ｆビル 6階 

TEL.03-5643-2402 FAX.03-5641-4501 



 

資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再生可能エネルギー等の導入量の合計に占めるヒートポンプの割合は約３割 

（＝①÷②） 

 

以 上 

2020 年でのヒートポンプに

よる再生可能エネルギー導

入量は 2,361 万ｋｌ･･･① 

2020 年での再生可能エネル

ギー等の導入量の合計は、 

7,052 万ｋｌ･･･② 

ヒートポンプ利用で得られた空気等の熱エネルギーが再生可能エネルギー導入量に占める割合は 2020 年に約３割へ

出典：総合資源エネルギー調査会第３３回新エネルギー部会（2009 年 3 月 26 日）



資料２ 

欧州理事会が「再生可能エネルギー推進に関する指令」を採択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上

○ ＥＵ再生可能エネルギー推進に関する指令（抜粋） 

第２条 定義 
（a）「再生可能エネルギー」とは、以下のような再生可能な非化石源から生じるエネルギーをいう。すなわち、風力、ソーラー、

地熱、大気熱、水の熱および海洋エネルギー、水力、バイオマス、埋立ガス、下水処理場ガス、およびバイオガスなどで
ある。 

（b）「大気熱エネルギー（aerothermal energy） 」とは大気中に熱の形で貯蔵されるエネルギーをいう。 
（c）「地中熱エネルギー （geothermal energy） 」とは固体地球の表面下に熱の形で貯蔵されるエネルギーをいう。 
（d）「水の熱エネルギー （hydrothermal energy） 」とは地表水中に熱の形で貯蔵されるエネルギーをいう。 

 
附則Ⅶ ヒートポンプからのエネルギーの計算 

 本指令の適用において再生可能エネルギーとみなすべき、ヒートポンプが汲み上げる熱エネルギー量 ERES は、下記の
数式によって計算する。 
 ERES＝Qusable*(1－1/SPF) 

 Qusable＝ヒートポンプによって供給される利用可能熱の推定合計値。ただし、SPF＞1.15*1/ηのヒートポンプのみを
考慮。 

 SPF ＝当該ヒートポンプの推定平均季節性能係数。 
 η  ＝総発電量／発電のための一次エネルギー消費量。（発電効率）欧州委員会統計局のデータに基づく EU 平均

値として算出。 
 
 欧州委員会は、 遅くとも 2013 年 1 月 1 日までにヒートポンプ技術とその用途に対する Qusable および SPF の推定方法についてのガイドラ
インを策定しなければならない。その際、気候条件の相違、特に極めて寒冷な気候を考慮に入れる。 

 

ＥＵの再生可能エネルギー推進に関する指令を含む

climate-energy legislative package の採択プレスリリース

採択されたＥＵの再生可能エネルギ

ー推進に関する指令 



資料３ 

エコキュート 2008 年度末で１７４万台に 

 

自然冷媒ヒートポンプ給湯機“エコキュート”につきましては、2001 年に世界で初

めて商品化されて以来、多くの皆さまからご支持をいただいておりますが、2009 年 3

月 31 日時点で、（社）日本冷凍空調工業会（東間清信会長）の会員企業からの国内累積

出荷台数が１７４万台に達しました。 

また、2008 年度の出荷台数は約 50 万台（昨年度比約 17%増）です。 

 

 

 

 

自然冷媒ヒートポンプ給湯機“エコキュート” 

 

 

 

以 上 


